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Abstract
   The purposes of this study are to analyze the relationship among students’ past and present sports 
participation trends and university Physical Education effects, and to clarify reasons why some of them 
do not participate in sports.
   A questionnaire survey conducted in July, 2015, and 1,934 samples were collected and analyzed.
   The main results were as follows:
1）Students’ scores of “could learn new things” and “rose interest of sports” after taking Physical 
Education class were low, especially students whose sports experience were poor.
2）Students who had belonged all the time sports clubs from the elementary school to the high school 
tended to belong to the university athletic club, and students who had not participate in any sports 
activities from the elementary school to the high school tended to do nothing sports.
3）Students who had not participate in any sports activities from the elementary school to the high 
school tended to be actively involved in the Physical Education classes such as badminton, aerobics, 
and flying disc. These sports are consider to be attractive for the students whose sports experience 
were poor.
4）The reasons why some students did not participate in sports were mainly having no time to do. 
Female students tended to have negative images such as “dislike”, “hate” and “troublesome” 
toward sports, and these students did not want to do sports in the future.
Based on these results, some future remedies for university Physical Education were discussed.
Ⅰ．研究の目的
　高等学校における体育教科の目標は，学習指導要領において「運動の合理的，計画的な実践を通
して，知識を深めるとともに技能を高め，運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにし，
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自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て，公正，協力，責任，参画などに対する意欲を高
め，健康・安全を確保して，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる」1）
と謳われている．
　大学における体育教育のねらいも基本的にはその延長線上にあり，学校教育の最終段階として，
より社会生活に直結した生涯スポーツに結びつけるための能力や態度を育成することにあるといえ
よう．1991年，当時の大学審議会答申『大学教育の改善について』を受けて大学設置基準が改正
され（大綱化），大学の体育教育は一律必修であることを改め，各大学の裁量に委ねられるようになっ
た．池田ら 2）は，その結果，大学体育の実技授業は体育科目の捉え方が大学間・体育関係者間で大
きいとしながらも，生涯学習，生涯教育の立場から大学体育の役割を再整理し，高校までとは違う
大学体育の意義を検討している．その上で，「大学の体育・スポーツの教育は学術的な色彩を持ち
合わせ……（中略），学生が将来にわたって自分と他者の健康，スポーツ，身体運動の価値を認識
して実際の生活の中につなぐことができるように方向性を持って教授し，一方の学生は知識や態度，
能力を習得しなければならない」と述べている．
　一方で，国のスポーツ行政に目を向けると，スポーツ基本法（平成 23年）の規定を受けて策定
されたスポーツ基本計画 3）において，「できるかぎり早期に，成人の週 1回以上のスポーツ実施率
が 3人に 2人（65％程度），週 3回以上のスポーツ実施率が 3人に 1人（30％程度）となることを
目標とする」ことが謳われている．現実には，「体力・スポーツに関する世論調査」（文部科学省
平成 25年 1月実施）4）によると，この 1年間で運動を行った者が全体の 80.9％，そのうち週 3日以
上実施者が 30.1％（全体の 24.4％），週 1～ 2日実施者が 28.6％（全体の 23.1％）であり，週 1日
以上の運動実施者は全体の 47.5％と，まだまだ目標の 65％には遠い数字となっている．中でも世代
別に見ると，20代は全体の 37.9％，30代は 36.3％となっており，習慣的な運動実施者の割合が若
い世代で特に低いといえる．このため，大学生を含めた若い世代の運動実施率が問題だといえよう．
この調査結果をさらに見てみると，クラブ・同好会への加入状況は 20代が最も多く 19.5％，次い
で 60代の 18.8％，30代の 17.0％となっている．そのクラブの形態では，30代以上の世代では地域
のクラブや同好会が最も多いのに対し 20代は学校のクラブ・同好会が最も多くなっている．すな
わち，大学生の習慣的な運動実施環境としては，大学が大きな役割を果たしていることがわかる．
　近年，子どもの運動習慣を調べた調査結果 5）において，運動する者としない者の二極化傾向が強
まっており，それは中学生女子において特に顕著であると指摘されている．20歳以上の日本人の
スポーツライフを調べた調査 6）においても，週 2回以上の運動実施者は男性より女性の方が多い一
方，過去 1年間に全く運動を実施しなかった者も男性より女性が多く，女性の二極化傾向が指摘さ
れている．したがって，こうした傾向は全国民的であるといえよう．大学生の運動実施状況を調べ
た全国的な調査は見当たらず，各大学において個々に実施報告されている状況である（注1）が，やは
り女子学生の運動非実施者は多い傾向にある．筆者も本学学生の運動実施状況を調べた結果，日常
ほとんど何も運動していない学生の割合は，2009年調査 10）では男子 20.6％，女子 42.6％，2012年
調査 11）では男子 27.7％，女子 47.1％であった．
　日常的に運動する者の割合が増えてきている一方，運動しない者の割合も一定程度存在し，さら
に増えてきているという実態は看過できないものがある．学校体育の目標が生涯スポーツに置かれ
ている現在，学校体育の教育内容が学生の運動実施に関わる習慣や態度に対してどのような効果を
上げているのか確認する必要があろう．運動しない者の理由を調べた報告もいくつか見られる（注2）
が，運動環境が身近なところにあるはずの大学生がどのような理由で運動から遠ざかっているのか，
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そして彼らが今後運動する可能性に対して大学体育実技はどのような貢献ができるのか，あるいは
どのように貢献すべきであるのかを追求する必要性がある．一般に，過去に運動経験がある者は，
将来的にも運動を生活の中に取り入れていく可能性が高いと考えられている．そのような経験も加
味して検討することが肝要であろう．
　以上のような背景を踏まえ，本研究では，本学の学生を対象として大学体育実技の成果，過去の
運動経験と現在の運動実施状況，運動しない者の理由などの実態を明らかにすること，およびそれ
らの相互関連性を検討することによって，今後の大学体育実技の方向性を探ることを目的とする．
Ⅱ．研究の方法
1．調査の対象
　調査は，本学で 1年次の春学期に必修科目として置かれている基礎体育 Aの履修者全員を対象
とした．この科目は，様々なタイプの運動種目の中から 3種目を組み合わせたコース制で実施され
ている．ティームティーチング制を採り，教員は 3ローテーションのクラスに対して同じ種目を担
当する．学生は第一週のガイダンスにおいてコース選択し，第一種目 4週，第二種目 5週，第三種
目 5週履修する．
2 ．調査票の設計
　質問紙調査とした．調査内容は，授業評価 15項目，学習成果 6項目，総合的満足度 1項目，過
去の運動歴，現在の運動状況などを設定した．現在運動していない者に対しては運動しない理由と
今後の運動意思について尋ねた．筆者はこれまで 1998年度と 2006年度，2009年度，2012年度の
4回にわたって学生による授業評価の調査を実施している．今回の調査においても，授業評価の部
分に関する調査項目はそれらと同じ設問項目とワーディングを使用した．これらの設問に対しては，
「そう思う」から「そう思わない」の 5段階リッカートスケールで回答を求めた．運動しない理由
に関しては，一般社会人を対象とした（財）健康・体力づくり事業財団の調査 12），小・中学生を
対象とした文部科学省の調査 13），および大学生を対象とした飯干ら 8）の調査で使用された選択項
目等を参考に，独自に 16項目設定し，当てはまるものすべてを選択してもらった．
3 ．調査の実施
　調査は，2015年春学期の基礎体育 A全クラスを対象として実施した．調査時期は 2015年 7月で
あり，各コースの最終週に，当該クラス授業担当者に調査票の配布と回収を依頼した．ただし，2
クラスにおいて調査漏れがあり，全 65クラス中 63クラスの実施回収であった．回収された標本数
は 2,017であり，このうち回答に不備があったものを除外し，1,934を有効回答として分析に用い
た．学部別，男女別の有効回答数は表 1の通りである．なお，2015年度から理工学部が名古屋キャ
ンパスに移り，瀬戸キャンパスは総合政策学部のみとなった．よって，キャンパスごとの標本数は，
名古屋キャンパス 1,644，瀬戸キャンパス 290である．
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Ⅲ．結　果
1．授業評価の概要
　表 2に授業評価の結果を示した．調査ではコースを構成する 3種目の個々に対して評価を求めて
いるが，全学部の第一，第二，第三種目に対する評価の合計平均を男女別に集計した．過去の報告
では，コースごとや種目ごと，あるいはキャンパス別の比較などを行っているが，ほぼ一定の傾向
が把握できたので，今回は総合的な結果だけをとらえることとした．
　全体的に見ると，「施設用具は適切か」，「健康・安全への配慮はあったか」，「教員の授業準備は
表 2　授業評価（男女別）
男（n＝ 795） 女（n＝ 1139）
M S. D. M S. D.
施設用具は適切か
運動の時間配分は適切か
指示や示範は明確か
健康・安全への配慮はあったか
ねらいやポイントは明確か
レベルに応じた進め方か
主体性が生かされる進め方か
教員の授業準備は充分か
開講時の説明と一致していたか
欠席・遅刻はしなかったか
指示や説明をよく聞いたか
主体的に取り組んだか
他人と協調・協力したか
準備・片づけをしたか
授業内容や成果に満足したか
4.683
4.564
4.530
4.630
4.498
4.446
4.510
4.606
4.585
4.696
4.627
4.572
4.528
4.455
4.504
0.552
0.657
0.663
0.580
0.685
0.727
0.673
0.592
0.630
0.569
0.595
0.655
0.696
0.737
0.700
4.764
4.649
4.687
4.764
4.617
4.628
4.612
4.763
4.722
4.841
4.774
4.697
4.718
4.539
4.639
0.487
0.580
0.517
0.473
0.597
0.602
0.605
0.483
0.542
0.665
0.469
0.551
0.518
0.686
0.574
全クラス対象 3期合計平均
表 1　調査サンプル数（学部別・男女別）
学　部 男 女 合計
人 文 学 部
外国語学部
経 済 学 部
経 営 学 部
法 学 部
総合政策学部
理 工 学 部
短期大学部
67
73
169
83
120
113
170
0
283
257
114
137
111
177
44
16
350
330
283
220
231
290
214
16
合　計 795 1139 1934
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充分か」などの項目に対する評価が高い．また，「欠席・遅刻はしなかったか」，「指示や説明をよく
聞いたか」などの学生自身の授業態度に関する評価も高い．一方で，「ねらいやポイントは明確か」，「レ
ベルに応じた進め方か」，「準備・片づけをしたか」などについては相対的に低い．これらは過去の
調査結果と一致する．また，全体的に男子より女子の評価が高く，これも過去の傾向と同様である．
　各担当教員はガイダンス時および各コース種目の最初に，授業のねらいをしっかりと説明してい
るはずであるが，「ねらいやポイントは明確か」の評価が低くなっている．自由記述の中に「先生
の話が長い」という意見が散見されたが，学生は楽しく運動することに対する意欲が強く，話が長
いと集中力を欠く傾向が見られる．丁寧に指導しようとして時間をかけて説明すると逆効果になっ
てしまう可能性があると思われ，簡潔でわかりやすい説明を心がけることが必要であろう．
　上の授業評価項目の中で，担当教員の個性が反映しにくい「施設・用具は適切か」について，種
目ごと，ローテーション期別に比較してみたものが表 3である．
　第 1期は 4月中旬から 5月初旬の 4週間，第 2期は 5月中旬から 6月中旬の 5週間，第 3期は 6
月下旬から 7月中旬の 5週間に実施された．第 3期は梅雨から夏にかけての暑い時期であり，屋外
種目や冷房設備のない体育館で行われるバドミントンなどの評価が，この時期において低くなって
いるのは過去の調査でも同様であった．ユニホッケーについては近年新規に開講するようになった
種目であり，この調査では初めて扱われる．特に名古屋キャンパスでは初開講であり，テニスコー
トを利用して行った．第 1期，2期の評価がやや低いのは，担当教員にとって不慣れな環境で実施
することになったことが影響している可能性がある．やや気になるのは，水泳の評価である．過去
の調査 10）においてはかなり高い評価（2009年度　男子 4.860　女子 4.736）であったが，今回は 3
期ともに低い評価となっている．本学のプールは民間経営のスイミングクラブとして使われていた
が，営業不振等の事情により昨年度末で事業を終了した．その影響が施設の管理体制の低下として
現れているものと考えられる．
表 3　「施設・設備は適切か」に対する種目別・キャンパス別評価
第 1期 第 2期 第 3期
種　目 キャンパス M n S. D. M n S. D. M n S. D.
バドミントン
卓　球
ソフトボール
水　泳
エアロビクス
フライングディスク
フットサル
バレーボール
バレーボール
ユニホッケー
ユニホッケー
フィットネス
フィットネス
ゴルフ
硬式テニス
名古屋
名古屋
名古屋
名古屋
名古屋
名古屋
名古屋
名古屋
瀬戸
名古屋
瀬戸
名古屋
瀬戸
瀬戸
瀬戸
4.72
4.86
4.53
4.63
4.91
4.78
4.62
4.85
4.79
4.55
5
4.77
4.93
4.81
4.92
257
215
197
117
67
101
123
270
53
31
15
266
88
83
51
0.649
0.452
0.799
0.714
0.288
0.54
0.774
0.405
0.631
0.85
0
0.565
0.254
0.529
0.337
4.68
4.78
4.65
4.47
4.84
4.66
4.69
4.7
4.61
4.54
4.81
4.77
4.95
4.65
4.88
266
254
197
120
63
137
135
218
54
28
27
226
56
80
73
0.722
0.559
0.717
0.849
0.447
0.689
0.663
0.699
0.878
0.793
0.483
0.596
0.227
0.873
0.371
4.52
4.81
4.5
4.61
4.95
4.76
4.77
4.78
4.93
4.97
4.8
4.79
4.84
4.74
4.88
281
233
182
132
64
121
127
256
55
34
30
214
68
54
83
0.964
0.493
0.884
0.717
0.213
0.578
0.58
0.566
0.262
0.171
0.484
0.511
0.563
0.556
0.527
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2 ．授業の成果と総合的満足度
　授業を履修して得られた成果 6項目とコース全体の満足度について回答を求めた結果を表 4に示
した．授業の成果として設定した 6項目のうち，最も高い評価であったものは，男女とも「色々な
種目を体験できて楽しかった」である．3つのスポーツ種目は，球技（集団スポーツ），球技（ネッ
ト型スポーツ），フィットネス種目（フィットネス，水泳，エアロビクス），屋外 /屋内等の条件を
基に予め組み合わされたコース制として用意されるが，個人にとって好きな種目と嫌いな種目が組
み合わされていたりするので，自由記述ではその組合せに対する不満が表明されることがある．し
かし，自分では進んで選ばない種目も経験することによって，不得意な動作を学習したり，新たな
発見につながることが期待できる．そのような教育的意図からコースを組んでいるが，概ね好評で
あると理解して良いであろう．ただ，「今までに知らなかった新しいことを学べた」は低い結果と
なった．高校までにはほとんど体験しないであろう種目として，エアロビクス，フィットネス，フ
ライングディスク，ユニホッケー，ゴルフなどを取り入れているが，それらの多くは教員の専門性
が求められる種目であるため，一部の時間帯でしか開講されていない．したがって，学生にとって
は馴染みの深い種目を履修することの方が多かったと言えるだろう．また，「運動・スポーツに対
する興味が高まった」に対する評価も低い結果となった．各種目の履修期間が 4～ 5週しかないた
め，馴染みの深い種目ではすでに学習してきた運動技術を復習し，ゲームを楽しむというパターン
で行われやすい．その結果，新たな知識や技能を修得したり好奇心を高めるまでには至っていない
可能性がある．基礎体育 Aでは，「受験時に低下したと考えられる身体諸機能を回復させ，運動の
楽しさを再発見させることを第一のねらいとしている」（本学履修要項より）．馴染みの深い種目で
あっても，新たな興味や喜びを体験できる授業内容を模索していく必要があろう．
　授業全体の満足度に関しては，前回調査 11）の結果（名古屋男子 4.15 名古屋女子 4.42 瀬戸男子 4.24 
瀬戸女子 4.41）より相対的に高い傾向が見られた．
3 ．過去の運動経験
　小学校時代にどのような運動種目をどのような形で経験していたか聞いた結果を，表 5，表 6に
示した．複数の種目，あるいは複数の場で活動していた者には主要なもの二つまで回答を求めてい
る．表には経験者の割合が多かったものから順に 10種目まで示した．
　表 5は男子の結果である．実施種目で最も多かったのはサッカーであり，31.4％，次に多かった
のは野球であり，25.5％であった．男子の約 3分の 1の者が小学校時代にサッカー，約 4分の 1の
表 4　授業の成果および満足度（男女別）
男（n＝ 795） 女（n＝ 1139）
M S. D. M S. D.
色々な種目を体験できて楽しかった
今までに知らなかった新しいことを学べた
運動不足解消や体力の向上に役立った
運動の重要性・健康の大切さを理解した
運動・スポーツに対する興味が高まった
授業を通じて新しい友達ができた
授業全体の満足度
4.52
4.16
4.33
4.29
4.17
4.35
4.39
0.780
1.014
0.985
0.930
1.047
0.967
0.751
4.69
4.34
4.49
4.35
4.18
4.51
4.52
0.586
0.867
0.765
0.803
0.984
0.829
0.634
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者が野球を経験していることになる．サッカー，野球は日本においてメジャーなプロスポーツであ
り，子供に人気があるし指導者も多い．これらの種目については，学校だけでなく地域にも活動の
場が多いため，地域のクラブに所属していた者の割合も多くなっている．その次に多いのは水泳の
21.3％であるが，この種目は民間のスクールで経験する者が圧倒的に多い．日本では古くから民間
表 5　小学校時代の運動経験（男）
学校の部活で 地域のクラブで 民間のスクールで その他 合　計
種　目 n ％ n ％ n ％ n ％ n ％
サッカー
野　球
水　泳
バスケット
ソフトボール
硬式テニス
陸上競技
空　手
剣　道
卓　球
その他＊
130
71
15
63
25
2
20
0
4
4
16
16.4％
8.9％
1.9％
7.9％
3.1％
0.3％
2.5％
0.0％
0.5％
0.5％
2.0％
99
126
36
15
17
10
7
8
11
3
27
12.5％
15.8％
4.5％
1.9％
2.1％
1.3％
0.9％
1.0％
1.4％
0.4％
3.4％
21
6
117
0
0
27
0
10
0
6
9
2.6％
0.8％
14.7％
0.0％
0.0％
3.4％
0.0％
1.3％
0.0％
0.8％
1.1％
0
0
1
2
1
0
0
1
0
1
5
0.0％
0.0％
0.1％
0.3％
0.1％
0.0％
0.0％
0.1％
0.0％
0.1％
0.6％
250
203
169
80
43
39
27
19
15
14
57
31.4％
25.5％
21.3％
10.1％
5.4％
4.9％
3.4％
2.4％
1.9％
1.8％
7.2％
合　計 350 44.0％ 359 45.2％ 196 24.7％ 11 1.4％ 916 115.2％
＊その他の種目：バレーボール，ドッヂボール，柔道，バドミントン，少林寺拳法，器械体操，フットサル，駅
伝 /マラソン，ソフトテニス，ハンドボール，ダンス，弓道，スキー，スケート，スケートボード，合気道，
ボクシング，キックボクシング，ボウリング，自転車，乗馬，チャンバラ
表 6　小学校時代の運動経験（女）
学校の部活で 地域のクラブで 民間のスクールで その他 合　計
種　目 n ％ n ％ n ％ n ％ n ％
水　泳
バスケット
陸上競技
バレーボール
ソフトボール
バドミントン
硬式テニス
クラシックバレエ
ダンス
卓　球
その他＊
36
197
62
27
48
38
2
0
3
12
24
3.2％
17.3％
5.4％
2.4％
4.2％
3.3％
0.2％
0.0％
0.3％
1.1％
2.1％
22
31
9
39
19
19
13
1
2
6
58
1.9％
2.7％
0.8％
3.4％
1.7％
1.7％
1.1％
0.1％
0.2％
0.5％
5.1％
198
6
0
1
0
1
46
16
20
3
49
17.4％
0.5％
0.0％
0.1％
0.0％
0.1％
4.0％
1.4％
1.8％
0.3％
4.3％
4
2
1
1
0
6
2
13
2
2
11
0.4％
0.2％
0.1％
0.1％
0.0％
0.5％
0.2％
1.1％
0.2％
0.2％
1.0％
260
236
72
68
67
64
63
30
27
23
142
22.8％
20.7％
6.3％
6.0％
5.9％
5.6％
5.5％
2.6％
2.4％
2.0％
12.5％
合　計 449 39.4％ 219 19.2％ 340 29.9％ 44 3.9％ 1052 92.4％
＊その他の種目：サッカー，新体操，器械体操，剣道，空手，ソフトテニス，ドッヂボール，少林寺拳法，バトン
トワリング，ソフトバレーボール，柔道，ハンドボール，フットベースボール，エアロビクス，ゴルフ，フットサル，
野球，スケート，なぎなた，よさこいソーラン節，スキー，ビーチバレー，フィールドホッケー，トランポリン，
ポートボール，和太鼓，駅伝 /マラソン，ユニホッケー，テコンドー，軽スポーツ，水球，Tボール，乗馬
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のスイミングスクールが全国的に発展しており，競技選手の多くが民間のスクールやクラブで育成
されてきた歴史がある．現代では，子供の習い事の代表的なものといえよう．この 3種目に次ぐの
はバスケットボールの 10.1％であり，それ以降の種目に関しては経験者の割合がかなり少なくなっ
てくる．その他の種目は欄外に記した 22種目であった．
　全体を見ると，小学校時代に運動していた男子は 652名で，調査対象男子 795名のうちの 82％
に当たる．そのうち 254名，全体の 31.9％は複数の種目または複数の場で運動を実施していた．また，
学校の部活で行っていた者44％に対し，地域のクラブで行っていた者は45.2％と学校の部活を凌ぐ．
近年は教員の負担軽減や外部指導者，総合型地域スポーツクラブの拡充などの影響で，学校から地
域に活動の場を移すケースが増えてきているものと考えられる．
　表 6は女子の結果である．実施種目で最も多かったものは水泳であり，22.8％，次に多かったも
のはバスケットボールで 20.7％であった．水泳は男子の場合と同様，民間のスクールで行っていた
ものがほとんどである．バスケットボールは学校の部活で行っていた者が多い．3番目以降の種目
に関しては経験者の割合がかなり少なくなってくる．その他の種目は欄外に記した 33種目であり，
男子の場合よりも多様化している傾向が見られた．
　全体を見ると，小学校時代に運動していた女子は 742名，調査対象女子 1,139名のうち 65.1％に
当たる．そのうち 310名，女子全体の 27.2％は複数の種目または複数の場で運動を実施していた．
学校の部活で行っていた者は 39.4％と最も多く，次いで民間のスクール 29.9％であった．男子の場
合よりも民間のスクールに通っていた者が多く，女子の小学生時代の運動は習い事として行う者が
多いと考えられる．
　次に中学校時代の運動経験を見たものが表 7と表 8である．まず表 7は男子の結果を示した．
　実施種目で最も多かったものは野球であり，20.5％，次いでサッカーの 19.1％となっている．小
学校時代はサッカーが最も多かったが，中学では野球が逆転している．この 2種目に次ぐ 3番目以
降は経験者の割合が低くなってくるが，小学校に比べるとその差は小さく，より多くの種目に分散
しているといえよう．その他の種目は欄外に記した 18種目であった．
　全体を見ると，中学校時代に運動していた者は 710名，男子の 89.3％に当たる．小学校時代の実
施率より高いが，複数の種目あるいは複数の場で運動していた者は 93名，全体の 11.7％であり，
掛け持ちで運動を行っていた者は小学校時代より少なくなる．また運動実施の場は学校が 80.4％で
あり，大半の者が中学校時代に学校の部活で運動していた経験を持つ．
　表 8は女子の結果を示している．実施種目で最も多かったものはバスケットボールであり，
10.4％，次いでソフトテニスの 9.0％，硬式テニスの 8.2％と続く．男子に比べると，特定の種目に
偏る傾向は少ないといえる．欄外に記したその他の種目は 26種目であり，やはり男子より多様化
の傾向が見られる．
　全体を見ると，中学校時代に運動していた者は 724名，女子全体の 63.6％に当たる．そのうち 96名，
全体の 8.4％は複数の種目あるいは複数の場で運動を行っていた．運動の場としては学校の部活が最
も多く 59.8％であった．学校以外で運動を行っていた者の割合は，小学校と比べてかなり少なくなる．
　次に高校時代の運動経験を，表 9，表 10に示した．表 9は男子の運動経験を示している．実施
種目で最も多かったものはサッカーであり，14.7％であった．中学時代に最も多かった野球は 3番
目の 7.8％であり，高校で野球を継続する者は半減する．代わって 2番目に多かったものは硬式テ
ニスであった．このような傾向は前回調査 11）でも同様であった．その他の種目は 25種目であった．
その他の種目を行っていた者の割合が 14.3％と多く，小・中学時代よりも種目の多様性が広がって
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いることがわかる．
　全体を見ると，高校時代に運動していた者は 564名，男子全体の 70.9％に当たる．そのうち 37名，
男子全体の 4.7％の者が複数の種目あるいは複数の場で運動を実施していた．掛け持ちで運動を行
う者の割合は中学時代よりもさらに少なくなる．学校の部活で運動していた者は 68.3％であり，そ
表 7　中学校時代の運動経験（男）
学校の部活で 地域のクラブで 民間のスクールで その他 合　計
種　目 n ％ n ％ n ％ n ％ n ％
野　球
サッカー
バスケット
ソフトテニス
硬式テニス
剣　道
卓　球
陸上競技
水　泳
バレーボール
その他＊
127
115
69
66
38
40
43
42
22
31
46
16.0％
14.5％
8.7％
8.3％
4.8％
5.0％
5.4％
5.3％
2.8％
3.9％
5.8％
32
33
8
0
2
11
2
2
3
2
11
4.0％
4.2％
1.0％
0.0％
0.3％
1.4％
0.3％
0.3％
0.4％
0.3％
1.4％
1
4
0
0
12
1
0
0
11
0
11
0.1％
0.5％
0.0％
0.0％
1.5％
0.1％
0.0％
0.0％
1.4％
0.0％
1.4％
3
0
0
0
1
0
1
0
1
0
5
0.4％
0.0％
0.0％
0.0％
0.1％
0.0％
0.1％
0.0％
0.1％
0.0％
0.6％
163
152
77
66
53
52
46
44
37
33
73
20.5％
19.1％
9.7％
8.3％
6.7％
6.5％
5.8％
5.5％
4.7％
4.2％
9.2％
合　計 639 80.4％ 106 13.3％ 40 5.0％ 11 1.4％ 796 100.1％
＊その他の種目：ハンドボール，空手，バドミントン，柔道，ラグビー，ゴルフ，少林寺拳法，弓道，駅伝 /マラソン，
ダンス，器械体操，アメリカンフットボール，セパタクロー，合気道，よさこいソーラン節，スケートボード，
ボウリング，キックボクシング
表 8　中学校時代の運動経験（女）
学校の部活で 地域のクラブで 民間のスクールで その他 合　計
種　目 n ％ n ％ n ％ n ％ n ％
バスケット
ソフトテニス
硬式テニス
バレーボール
卓　球
陸上競技
ソフトボール
剣　道
水　泳
バドミントン
その他＊
112
99
71
89
65
68
50
28
13
24
62
9.8％
8.7％
6.2％
7.8％
5.7％
6.0％
4.4％
2.5％
1.1％
2.1％
5.4％
3
3
4
1
6
1
0
5
2
3
16
0.3％
0.3％
0.4％
0.1％
0.5％
0.1％
0.0％
0.4％
0.2％
0.3％
141％
2
0
17
0
0
0
0
2
19
0
30
0.2％
0.0％
1.5％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.2％
1.7％
0.0％
2.6％
1
0
1
0
1
0
0
1
1
1
19
0.1％
0.0％
0.1％
0.0％
0.1％
0.0％
0.0％
0.1％
0.1％
0.1％
1.7％
118
102
93
90
72
69
50
36
35
28
127
10.4％
9.0％
8.2％
7.9％
6.3％
6.1％
4.4％
3.2％
3.1％
2.5％
11.2％
合　計 681 59.8％ 44 3.9％ 70 6.1％ 25 2.2％ 820 72.0％
＊その他の種目：ハンドボール，ダンス，クラシックバレエ，弓道，新体操，空手，サッカー，ゴルフ，柔道，
少林寺拳法，チアリーディング，駅伝 /マラソン，スキー，スケート，スノーボード，アーチェリー，器械体操，
フィールドホッケー，なぎなた，ソフトバレーボール，よさこいソーラン節，アイスホッケー，和太鼓，水球，マー
チングバンド，ユニホッケー
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れ以外の場で運動する者はごく少数である．
　表 10は女子の運動経験を示している．実施種目で最も多かったのは硬式テニスであり，6.8％，
2番目に多かったものはダンスであり，4.5％であった．ダンスは前回調査 11）では 6番目であった．
表 9　高校時代の運動経験（男）
学校の部活で 地域のクラブで 民間のスクールで その他 合　計
種　目 n ％ n ％ n ％ n ％ n ％
サッカー
硬式テニス
野　球
バスケット
陸上競技
ハンドボール
剣　道
ソフトテニス
バドミントン
水　泳
その他＊
107
65
58
38
42
35
22
28
27
24
97
13.5％
8.2％
7.3％
4.8％
5.3％
4.4％
2.8％
3.5％
3.4％
3.0％
12.2％
7
1
2
2
0
0
7
1
1
2
7
0.9％
0.1％
0.3％
0.3％
0.0％
0.0％
0.9％
0.1％
0.1％
0.3％
0.9％
2
3
0
0
0
0
1
0
0
1
7
0.3％
0.4％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.1％
0.0％
0.0％
0.1％
0.9％
1
0
2
3
0
0
0
0
0
1
3
0.1％
0.0％
0.3％
0.4％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.1％
0.4％
117
69
62
43
42
35
30
29
28
28
114
14.7％
8.7％
7.8％
5.4％
5.3％
4.4％
3.8％
3.6％
3.5％
3.5％
14.3％
合　計 543 68.3％ 30 3.8％ 14 1.8％ 10 1.3％ 597 75.1％
＊その他の種目：卓球，バレーボール，ラグビー，空手，ゴルフ，柔道，ダンス，器械体操，ボート，登山，ボ
ウリング，アーチェリー，フットサル，少林寺拳法，アメリカンフットボール，合気道，ソフトバレーボール，
よさこいソーラン節，ボクシング，ウェイトリフティング，日本拳法，マーチングバンド，スケートボード，キッ
クボクシング，応援団
表 10　高校時代の運動経験（女）
学校の部活で 地域のクラブで 民間のスクールで その他 合　計
種　目 n ％ n ％ n ％ n ％ n ％
硬式テニス
ダンス
バスケット
バドミントン
バレーボール
弓　道
陸上競技
ハンドボール
卓　球
ソフトテニス
その他＊
66
37
45
36
29
29
29
27
24
27
70
5.8％
3.2％
4.0％
3.2％
2.5％
2.5％
2.5％
2.4％
2.1％
2.4％
6.1％
2
2
2
2
1
0
0
0
1
0
12
0.2％
0.2％
0.2％
0.2％
0.1％
0.0％
0.0％
0.0％
0.1％
0.0％
1.1％
9
8
0
0
0
0
0
0
0
0
9
0.8％
0.7％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.8％
0
4
1
3
4
0
0
2
2
0
16
0.0％
0.4％
0.1％
0.3％
0.4％
0.0％
0.0％
0.2％
0.2％
0.0％
1.4％
77
51
48
41
34
29
29
29
27
27
107
6.8％
4.5％
4.2％
3.6％
3.0％
2.5％
2.5％
2.5％
2.4％
2.4％
9.4％
合　計 419 36.8％ 22 1.9％ 26 2.3％ 32 2.8％ 499 43.8％
＊その他の種目：ソフトボール，クラシックバレエ，サッカー，剣道，新体操，水泳，空手，チアリーディング，
ゴルフ，器械体操，スキー，ボート，少林寺拳法，フィールドホッケー，合気道，マーチングバンド，エアロビクス，
アーチェリー，フットサル，ソフトバレー，インディアカ，フェンシング，トレーニング，駅伝 /マラソン，スケー
ト，自転車，よさこいソーラン節，スノーボード
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また，先に見た中学時代の運動経験では上位 10位以内に入っていなかった種目である．近年人気
が上昇してきた種目といえるだろう．ただ，種目ごとの経験割合を見るとその差は僅差であり，突
出して人気のある種目はあまり存在しない．さらに，その他の種目として 28種目と多く，運動を
行う者の嗜好性が多様化しているといえる．
　全体を見ると，高校時代に運動していた者は 470名，女子全体の 41.3％であり，そのうちの 29名，全
体の 2.5％が複数の種目あるいは複数の場で運動していた．中学時代に比べて女子の運動実施率がかな
り低下している．また，運動の場としては学校の部活が36.8％であり，それ以外の場で運動する者は少ない．
4 ．現在の運動状況
　次に，学生が現在どのような運動状況にあるかについて見てみよう．表 11は男子の運動状況を
学部別に示したものである．全体を見てみると 24％の者がほとんど何も運動していない．逆に見
れば，76％の者が何らかの運動をしていることになる．その実施頻度については調べていないた
め，実質的な運動習慣をこの結果からとらえることはできないが，比較的良好な運動実施率ではな
いかと思われる．体育会所属者は 23.9％と高校時代に学校の部活で運動していた者に比べるとかな
り少ないが，サークルに所属して運動している者が 35.1％と多い．大学ではサークルが運動の場と
して重要な役割を占めているといえよう．ただ，サークルの活動は週単位で行われているであろう
が，活動参加率は個人によってまちまちであるため，これらのサークル所属者がすべて実質的な運
動習慣を持っているかは疑問である．ちなみに，前回調査 11）ではほとんど何も運動していない者
は 27.7％，体育会所属者は 21.6％，サークル所属者は 34.3％であり，今回の学生の方が運動を積極
的に行っている傾向が見られた．
表 11　現在の運動状況（男）
学　部
体育会に
所属して運動
サークルに
所属して運動
地域や民間の
クラブで運動
個人であるいは
友人や家族と運動
ほとんど何も
運動していない
合　計
人 文 学 部
n 12 13 2 17 25 67
％ 17.9％ 19.4％ 3.0％ 25.4％ 37.3％
外国語学部
n 9 29 10 11 21 73
％ 12.3％ 39.7％ 13.7％ 15.1％ 28.8％
経 済 学 部
n 51 59 15 36 34 169
％ 30.2％ 34.9％ 8.9％ 21.3％ 20.1％
経 営 学 部
n 19 37 7 19 13 83
％ 22.9％ 44.6％ 8.4％ 22.9％ 15.7％
法 学 部
n 36 35 10 25 28 120
％ 30.0％ 29.2％ 8.3％ 20.8％ 23.3％
総合政策学部
n 31 44 13 20 18 113
％ 27.4％ 38.9％ 11.5％ 17.7％ 15.9％
理 工 学 部
n 32 62 19 26 52 170
％ 18.8％ 36.5％ 11.2％ 15.3％ 30.6％
合　計
n 190 279 76 154 191 795
％ 23.9％ 35.1％ 9.6％ 19.4％ 24.0％
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　表 12は女子の運動状況を見たものである．全体を見ると，43％の者がほとんど何も運動してい
ない．やはり女子は運動しない者の割合が多くなっている．学部によっては半数以上の者がほとん
ど何も運動していない．体育会所属者は 11.9％と少ないが，サークル所属者は 33.9％と多い．単純
に体育会とサークルの所属者を併せると 45.8％の者が学校で運動の場を持っていることになる．こ
の数字は女子の高校時代の部活参加者割合 36.8％より多い．ただ，男子の場合と同様，サークル所
属者はどの程度活動に参加しているのか不明であるため，実質的な運動習慣を形成しているかどう
かについては評価できない．前回調査では，ほとんど何も運動していない者は 47.1％，体育会所属
者は 9.5％，サークル所属者は 30.8％であり，やはり今回調査の学生の方が運動を積極的に行って
いる傾向があるといえる．
5 ．過去の運動経験パターン
　過去の運動経験については，その活動の場を「学校の部活」，「地域のクラブ」，「民間のスクー
ル」，「その他」の 4つに分けて回答を求めている．学校の部活については一部の例外を除き，週
1回以上の活動頻度で行われている．また，地域のクラブに関しても，特に小，中学校時代の
地域クラブはスポーツ少年団やサッカークラブ，リトル（シニア）リーグ等，週 1回以上の活
動頻度で行われていると考えられる．すなわち，学校の部活と地域のクラブで運動していた者
は，競技志向で実質的な運動習慣を持っていたと考えられる．一方，民間のスクールについて
は，選手育成コースなど一部の例外を除き，習い事としての運動機会を持っていたと考えられ
表 12　現在の運動状況（女）
学　部
体育会に
所属して運動
サークルに
所属して運動
地域や民間の
クラブで運動
個人であるいは
友人や家族と運動
ほとんど何も
運動していない
合　計
人 文 学 部
n 34 64 23 31 145 283
％ 12.0％ 22.6％ 8.1％ 11.0％ 51.2％
外国語学部
n 33 97 18 30 99 257
％ 12.8％ 37.7％ 7.0％ 11.7％ 38.5％
経 済 学 部
n 12 35 5 9 56 114
％ 10.5％ 30.7％ 4.4％ 7.9％ 49.1％
経 営 学 部
n 18 50 12 12 53 137
％ 13.1％ 36.5％ 8.8％ 8.8％ 38.7％
法 学 部
n 7 32 9 14 58 111
％ 6.3％ 28.8％ 8.1％ 12.6％ 52.3％
総合政策学部
n 25 89 12 21 53 177
％ 14.1％ 50.3％ 6.8％ 11.9％ 29.9％
理 工 学 部
n 4 13 3 5 20 44
％ 9.1％ 29.5％ 6.8％ 11.4％ 45.5％
短期大学部
n 2 6 2 2 6 16
％ 12.5％ 37.5％ 12.5％ 12.5％ 37.5％
合　計
n 135 386 84 124 490 1139
％ 11.9％ 33.9％ 7.4％ 10.9％ 43.0％
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る．その他としては個人的な運動機会が考えられ，定期的な活動であるとはいえない．これらのこ
とから，運動の実質性や習慣性の観点から学校の部活や地域のクラブで運動していた者，民間スクー
ルやその他の場で運動していた者，運動していなかった者の 3つのタイプに分類できる．さらに小
学校，中学校，高校での運動経歴をこのタイプに分けて見ていくと，運動の実質性と継続性の観点
から，小・中・高ずっと部活またはクラブで運動していた者（パターンⅠ），小・中または中・高
に部活またはクラブで運動していた者（パターンⅡ），小・中・高のどこかで部活またはクラブま
たは民間その他で運動していた者（パターンⅢ），小・中・高ずっと全く運動しなかった者（パター
ンⅣ）に分類できる．学生の運動経験パターンをこの 4つに分けてみると，表 13のようにまとめ
られた．男子では，パターンⅠであった者が 53.1％であった．半数以上の者が小学校から高校にか
けて実質的な運動習慣を形成していたことがわかる．一方，パターンⅣの者は 5.8％であり，小学
校から高校まで全く運動習慣を持っていなかった者が若干名存在する．女子ではパターンⅠにあた
る者は 22.3％であり，パターンⅣの者は 17.8％であった．また，パターンⅢは 34.1％であり，一時
期だけ運動していた者の割合は男子よりも多いという傾向が見られた．
6 ．過去の運動経験パターンと現在の運動状況
　先に示した過去の運動経験パターンと現在の運動状況の関係を見てみたものが，表 14と表 15で
ある．まず表 14は男子の結果を示しているが，パターンⅠの学生は体育会所属者が 31％であり，
表 13　過去の運動経験パターン分類
男 女 合　計
n ％ n ％ n ％
Ⅰ　小中高ずっとクラブで運動
Ⅱ　小中または中高クラブで運動
Ⅲ　クラブまたは民間その他で運動
Ⅳ　全く運動なし
422
222
105
46
53.1％
27.9％
13.2％
5.8％
254
294
388
203
22.3％
25.8％
34.1％
17.8％
676
516
493
249
35.0％
26.7％
25.5％
12.9％
合　計 795 100.0％ 1139 100.0％ 1934 100.0％
表 14　過去の運動経験パターンと現在の運動状況（男）
体育会に所属 サークルに所属 学外で運動
個人または
友人家族と運動
ほとんど何も
運動していない
合　計
過去の
運動経験パターン
n ％ n ％ n ％ n ％ n ％
Ⅰ　小中高ずっとク
ラブで運動
131 31.0％ 190 45.0％ 48 11.4％ 76 18.0％ 50 11.8％ 422
Ⅱ　小中または中高
クラブで運動
37 16.7％ 67 30.2％ 21 9.5％ 46 20.7％ 65 29.3％ 222
Ⅲ　クラブまたは民
間その他で運動
16 15.2％ 17 16.2％ 4 3.8％ 19 18.1％ 55 52.4％ 105
Ⅳ　全く運動なし 6 13.0％ 5 10.9％ 3 6.5％ 13 28.3％ 21 45.7％ 46
合　計 190 23.9％ 279 35.1％ 76 9.6％ 154 19.4％ 191 24.0％ 795
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他のパターンの者の 2倍ほど存在する．サークル所属者も 45％と最も多くなっており，非常に運
動欲求の強い層であることがわかる．このパターンに所属する者は，現在ほとんど何も運動してい
ない者の数も 11.8％と最も少ない．パターンⅡの学生は体育会所属者は 16.7％であるが，サークル
所属者は 30.2％であり，パターンⅠの学生に次いで運動している層であるといえる．ただ，現在ほ
とんど何も運動していない者も 29.3％とやや多くなっている．パターンⅢとパターンⅣの学生は現
在ほとんど何も運動していない者の割合が非常に高く，約半数を占めている．過去に運動をしてこ
なかった者は，現在もあまり運動していない傾向が明らかに現れている．
　表 15は女子の結果を示したものである．女子の場合もパターンⅠに該当する学生は現在体育会
所属者が 22.4％と他のパターンの者よりも倍以上の割合で存在する．サークル所属者も 51.6％と半
数以上を占めている．ただ，現在ほとんど何も運動していない者も 19.7％と約 2割存在しており，
男子に比べると運動しない者の割合は多くなっている．パターンⅡの学生は体育会所属者は 10.5％
であるが，サークル所属者が 43.5％と多く，比較的運動を行っている様子がうかがえる．パター
ンⅢの学生は現在ほとんど何も運動していない者が半数以上を占めており，パターンⅣの学生は
66.5％すなわち 3分の 2の者がほとんど何も運動していない．男子と同様，過去に運動してこなかっ
た者は，現在もあまり運動していない傾向が明らかである．
7 ．過去の運動経験パターンと体育実技の成果
　先の分析で，過去の運動経験パターンの違いが現在の運動欲求や運動状況と強い関連があること
がわかったが，大学体育実技に関してはどのような違いが見られるのだろうか．図 1は体育実技の
授業において，学生自身が主体的な取り組みを行ったかの自己評価を，選択したコースの種目ごと
に見てみたものである．パターンⅣの学生は，バドミントン，エアロビクス，バレーボール，フライ
ングディスクなどの種目において，主体的に取り組んだという自己評価が他のパターンの者よりも高
くなっている．これらの種目は，あまり運動経験がない学生にとっても魅力を感じる種目であるとい
う可能性がある．特に，エアロビクスやフライングディスクは高校までには正課体育の中で扱われ
ることがほとんどない種目であり，初めて経験する者が多いと考えられる．そういう意味ではゴル
フも同様であるが，ゴルフの場合はボールを打つ技術が求められるために，運動経験の少ない者に
表 15　過去の運動経験パターンと現在の運動状況（女）
体育会に所属 サークルに所属 学外で運動
個人または
友人家族と運動
ほとんど何も
運動していない
合計
過去の
運動経験パターン
n ％ n ％ n ％ n ％ n ％
Ⅰ　小中高ずっとク
ラブで運動
57 22.4％ 131 51.6％ 26 10.2％ 31 12.2％ 50 19.7％ 254
Ⅱ　小中または中高
クラブで運動
31 10.5％ 128 43.5％ 24 8.2％ 35 11.9％ 98 33.3％ 294
Ⅲ　クラブまたは民
間その他で運動
33 8.5％ 94 24.2％ 27 7.0％ 41 10.6％ 207 53.4％ 388
Ⅳ　全く運動なし 14 6.9％ 33 16.3％ 7 3.4％ 17 8.4％ 135 66.5％ 203
合　計 135 11.9％ 386 33.9％ 84 7.4％ 124 10.9％ 490 43.0％ 1139
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とってはやや難易度が高いかもしれ
ない．硬式テニス，ソフトボールに
関しては，パターンⅣの学生の主体
性は相対的に低く，やはり難易度が
高い種目という印象があるのかもし
れない．
　図 2は授業内容や成果に満足した
かについて，先と同様，選択したコー
スの種目ごとに見たものである．パ
ターンⅣの学生は，バドミントン，
エアロビクスにおいて高い満足度を
得ている．卓球やフライングディス
クなどについても，他のパターンの
学生との顕著な差がなく比較的満足
度が高い．運動経験の少ない学生に
とっても馴染みやすい種目，授業内
容であった可能性があるといえよう．
　次に授業のコース全体を通して得
られた成果および満足度を，過去の
運動経験パターンごとに比較してみ
た．表16は男子の結果である．「色々
な種目を体験できて楽しかった」，
「今までに知らなかった新しいこと
を学べた」，「運動不足解消や体力の
向上に役立った」，「運動の重要性・健康の大切さを理解した」の 4項目については，運動経験パター
ンごとの差は見られなかった．「運動・スポーツに対する興味が高まった」については分散分析の
結果 1％水準で差が見られ，パターンⅠとパターンⅣ，パターンⅡとパターンⅣの間に有意な差が
見られた．過去にあまり運動経験がない者の運動やスポーツに対する興味が授業を通じて十分に高
めることができなかったということであり，体育授業のあり方に改善の必要性があると思われる．
また，「授業を通じて新しい友達ができた」についても 5％水準で差が見られ，パターンⅠとパター
ンⅢの間に有意な差が見られた．「授業全体の満足度」に関しても 5％水準で差が見られ，パター
ンⅠとパターンⅢ，パターンⅡとパターンⅢの間に有意な差が見られた．これらに関しては，パター
ンⅣの学生も低く，母数が少ないために統計的な差として現れていないと考えられる．すなわち，
過去の運動経験が少ない者は授業を通じて他者と良い人間関係をつくることについてあまり上手で
はなく，そのような経験が授業全体の満足度の違いにも表れていると考えられよう．
　表 17は女子の結果である．女子についても男子とほとんど同じ傾向が見られる．「色々な種目を
体験できて楽しかった」，「今までに知らなかった新しいことを学べた」，「運動不足解消や体力の向
上に役立った」，「運動の重要性・健康の大切さを理解した」の 4項目については，運動経験パター
ンごとの差は見られなかったが，「運動・スポーツに対する興味が高まった」については 1％水準
で差が見られ，パターンⅠとパターンⅢ・Ⅳ，パターンⅡとパターンⅢ・Ⅳの間に有意な差が見ら
図 1　過去の運動経験パターン別の授業への取り組み（種目別）
図 2　過去の運動経験パターン別授業満足度（種目別）
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表 16　授業の成果と過去の運動経験パターンとの関係　分散分析（男）
全　体
Ⅰ
小中高ずっと
クラブで運動
Ⅱ
小中または中高
クラブで運動
Ⅲ
クラブまたは民
間その他で運動
Ⅳ
全く運動なし F検定
全　体 n 795 422 222 105 46
色々な種目を体験でき
て楽しかった
M 4.52 4.54 4.56 4.36 4.41 F＝2.049
S. D. 0.78 0.721 0.726 1.001 0.933
今までに知らなかった
新しいことを学べた
M 4.16 4.13 4.18 4.19 4.22 F＝0.211
S. D. 1.014 1.028 1.013 0.991 0.964
運動不足解消や体力の
向上に役立った
M 4.33 4.28 4.41 4.34 4.28 F＝0.889
S. D. 0.985 1.033 0.912 0.918 1.026
運動の重要性・健康の
大切さを理解した
M 4.29 4.27 4.39 4.18 4.17 F＝1.455
S. D. 0.93 0.936 0.895 0.918 1.039
運動・スポーツに対す
る興味が高まった
M 4.17 4.23 4.23 3.97 3.78 F＝4.143　P＜.01
S. D. 1.047 1.028 0.993 1.105 1.228 Ⅰ＞Ⅳ　Ⅱ＞Ⅳ
授業を通じて新しい友
達ができた
M 4.35 4.42 4.35 4.11 4.2 F＝2.986　P＜.05
S. D. 0.967 0.897 0.99 1.095 1.088 Ⅰ＞Ⅲ　
授業全体の満足度
M 4.39 4.41 4.46 4.19 4.3 F＝3.491　P＜.05
S. D. 0.751 0.72 0.703 0.9 0.813 Ⅰ＞Ⅲ　Ⅱ＞Ⅲ
表 17　授業の成果と過去の運動経験パターンとの関係　分散分析（女）
全　体
Ⅰ
小中高ずっと
クラブで運動
Ⅱ
小中または中高
クラブで運動
Ⅲ
クラブまたは民
間その他で運動
Ⅳ
全く運動なし F検定
全　体 n 1139 254 294 388 203
色々な種目を体験でき
て楽しかった
M 4.69 4.77 4.67 4.66 4.68 F＝2.124
S. D. 0.586 0.465 0.679 0.586 0.572
今までに知らなかった
新しいことを学べた
M 4.34 4.32 4.31 4.39 4.33 F＝0.593
S. D. 0.867 0.856 0.954 0.82 0.835
運動不足解消や体力の
向上に役立った
M 4.49 4.46 4.52 4.51 4.45 F＝0.496
S. D. 0.765 0.822 0.742 0.735 0.784
運動の重要性・健康の
大切さを理解した
M 4.35 4.41 4.4 4.33 4.27 F＝1.598
S. D. 0.803 0.773 0.793 0.809 0.837
運動・スポーツに対す
る興味が高まった
M 4.18 4.46 4.31 4.04 3.91 F＝17.097 p＜.01
S. D. 0.984 0.793 0.929 1.013 1.1 Ⅰ＞ⅢⅣ，Ⅱ＞ⅢⅣ
授業を通じて新しい友
達ができた
M 4.51 4.67 4.52 4.44 4.41 F＝5.183 P＜.01
S. D. 0.829 0.683 0.869 0.847 0.876 Ⅰ＞ⅢⅣ
授業全体の満足度
M 4.52 4.56 4.58 4.5 4.45 F＝2.168
S. D. 0.634 0.618 0.623 0.62 0.69
中路恭平 85
れた．「授業を通じて新しい友達ができた」についても 1％水準で差が見られ，パターンⅠとパター
ンⅢ・Ⅳの間に有意な差が見られた．過去にずっとクラブで運動してきた学生は，新しい人間関係
を上手につくることができるというように理解できよう．女子の場合は「授業全体の満足度」に関
しては過去の運動経験パターンごとの差は見られなかった．
8 ．運動していない人の運動しない理由
　現在ほとんど運動をしていない人に，運動をしない理由と今後の運動意思について聞いた結果を
表 18と表 19に示した．運動しない理由の回答は複数回答である．今後運動しようと思うかについ
ては，「5思う」から「1思わない」までの 5段階で聞いているが，「5思う」・「4やや思う」を「思
う」，「3どちらともいえない」から「1思わない」を「あまり思わない」として 2分して集計した．
　まず表 18は男子の結果である．全体的に最も多かった理由は「何となく機会がない」（48.2％）で
あり，約半数にのぼる．この回答を選ぶ者が多いということは，運動しないことに対する明確な理由
があるわけではないということであろうか．これらの者は周囲の者からの誘いなど強いきっかけがあ
れば運動する可能性があると考えられる．そのほかの理由としては，「他にやりたい趣味や遊びがあ
る」（31.4％），「通学時間が長く余裕がない」（28.8％），「アルバイトで忙しい」（28.8％）などが多かった．
　今後の運動意思に関して差が見られたものは，「運動したいと思わない」，「運動が苦手・嫌い」，「運
動は疲れる」，「仲間がいない」，「教えてくれる人がいない」，「してみたいスポーツがない」などで
あった．運動やスポーツに対して負のイメージを持っている者は，今後もあまり運動しようとは思っ
ていないと考えられる．
　次に表 19は女子の結果である．男子と同様，「何となく機会がない」（55.3％）が最も多かった．
それに次ぐ理由としては，「運動が苦手・嫌い」（33.5％），「文化系クラブに所属している」（29.4％），「通
学時間が長く余裕がない」（29.0％），「アルバイトで忙しい」（29.0％），「他にやりたい趣味や遊び
がある」（28.2％）であった．全体的には生活の中に時間的余裕がないという理由が多いが，他にも「運
動したいと思わない」，「運動は疲れる」など運動やスポーツに対する苦手意識や消極的態度が強い
傾向が見られる．今後の運動意思に関して差が見られたものは，「運動したいと思わない」，「運動
が苦手・嫌い」，「運動は疲れる」，「してみたいスポーツがない」であり，運動やスポーツに対する
苦手意識を持つ者は，今後も運動しようとは思っていない．
　以上の結果から示唆されることは，一部の学生，特に女子学生に多いのが運動の苦手意識や疲れ
るなどの負のイメージを持つ者であり，そのような学生は自ら進んで運動しようとは考えておらず，
今後も運動する意思があまりないということである．高校までの学校体育では，健康や体力の維持
向上を企図した種目や内容を取り込んできているため，身体的な負荷や競争，技能という課題が
前面に出てくることが多い．そうした課題とは一線を置いて余暇を楽しむためのスポーツやレクリ
エーションに親しむ機会が増えれば，彼らの考え方も変わる可能性があるのではないだろうか．運
動しない層が確実に増えてきている現在，生涯スポーツにつなぐための大学体育実技を展開する上
で，これらの学生の価値観を変えられるような授業内容を再考する必要があろう．
Ⅳ．まとめ
　近年，日常的に運動する者としない者の二極化傾向が顕著になってきている．大学体育実技では，
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表 18　運動しない理由と今後の運動意志（男）
今後運動しようと思うか
χ2検定
運動しない理由
あまり
思わない
（n＝ 84）
思　う
（n＝ 107）
合　計
（n＝ 191）
通学時間が長く余裕がない
n 26 29 55
％ 31.0％ 27.1％ 28.8％
勉学のため時間がない
n 15 14 29
％ 17.9％ 13.1％ 15.2％
アルバイトで忙しい
n 22 33 55
％ 26.2％ 30.8％ 28.8％
文化系クラブに所属している
n 18 21 39
％ 21.4％ 19.6％ 20.4％
他にやりたい趣味や遊びがある
n 32 28 60
％ 38.1％ 26.2％ 31.4％
運動したいと思わない
n 29 6 35
χ2＝26.290 p＜0.1
％ 34.5％ 5.6％ 18.3％
運動が苦手，嫌い
n 21 9 30
χ2＝9.781 p＜.01
％ 25.0％ 8.4％ 15.7％
運動は疲れる
n 21 7 28
χ2＝12.815 p＜.01
％ 25.0％ 6.5％ 14.7％
体調や健康状態が悪い
n 8 6 14
％ 9.5％ 5.6％ 7.3％
日常で十分身体を動かしている
n 3 3 6
％ 3.6％ 2.8％ 3.1％
身近に運動する場所がない
n 15 15 30
％ 17.9％ 14.0％ 15.7％
仲間がいない
n 14 6 20
χ2＝6.139 p＜.05
％ 16.7％ 5.6％ 10.5％
教えてくれる人がいない
n 8 3 11
χ2＝3.915 p＜.05
％ 9.5％ 2.8％ 5.8％
お金がかかる
n 6 6 12
％ 7.1％ 5.6％ 6.3％
してみたいスポーツがない
n 19 5 24
χ2＝13.795 p＜.01
％ 22.6％ 4.7％ 12.6％
何となく機会がない
n 41 51 92
％ 48.8％ 47.7％ 48.2％
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表 19　運動しない理由と今後の運動意志（女）
今後運動しようと思うか
χ2検定
運動しない理由
あまり
思わない
（n＝ 243）
思　う
（n＝ 247）
合　計
（n＝ 490）
通学時間が長く余裕がない
n 64 78 142
％ 26.3％ 31.6％ 29.0％
勉学のため時間がない
n 30 45 75
％ 12.3％ 18.2％ 15.3％
アルバイトで忙しい
n 68 74 142
％ 28.0％ 30.0％ 29.0％
文化系クラブに所属している
n 73 71 144
％ 30.0％ 28.7％ 29.4％
他にやりたい趣味や遊びがある
n 70 68 138
％ 28.8％ 27.5％ 28.2％
運動したいと思わない
n 93 20 113
χ2＝62.858 p＜.01
％ 38.3％ 8.1％ 23.1％
運動が苦手，嫌い
n 112 52 164
χ2＝34.485 p＜.01
％ 46.1％ 21.1％ 33.5％
運動は疲れる
n 79 31 110
χ2＝28.030 p＜.01
％ 32.5％ 12.6％ 22.4％
体調や健康状態が悪い
n 8 3 11
％ 3.3％ 1.2％ 2.2％
日常で十分身体を動かしている
n 17 15 32
％ 7.0％ 6.1％ 6.5％
身近に運動する場所がない
n 42 41 83
％ 17.3％ 16.6％ 16.9％
仲間がいない
n 14 16 30
％ 5.8％ 6.5％ 6.1％
教えてくれる人がいない
n 14 13 27
％ 5.8％ 5.3％ 5.5％
お金がかかる
n 18 12 30
％ 7.4％ 4.9％ 6.1％
してみたいスポーツがない
n 59 19 78
χ2＝25.181 p＜.01
％ 24.3％ 7.7％ 15.9％
何となく機会がない
n 127 144 271
％ 52.3％ 58.3％ 55.3％
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学生を社会に送り出す前の最後の体育教育の機会として，生涯スポーツに親しむ習慣や態度の育成
を目指しているが，そのためには特に運動しない者の実態を把握したうえで教育内容を再考する必
要がある．本稿では，本学の学生を対象として大学体育実技の成果，過去の運動経験と現在の運動
実施状況，運動しない者の理由などの実態を明らかにすること，およびそれらの相互関連性を検討
することによって，今後の大学体育実技の方向性を探ることを目的とした．
　主な結果は以下のようである．
　本学の 1年次春学期に必修科目として置かれている基礎体育 Aの授業評価について，「施設用具
は適切か」，「健康・安全への配慮はあったか」，「教員の授業準備は充分か」などの項目に対する評
価が高かった．また，「欠席・遅刻はしなかったか」，「指示や説明をよく聞いたか」などの学生自
身の授業態度に関する評価も高かった．また，全体的に男子より女子の評価が高かった．これらは
過去の調査結果と一致する．
　授業を履修して得られた成果に関しては，男女とも「色々な種目を体験できて楽しかった」が最
も高い評価であった．一方，「今までに知らなかった新しいことを学べた」，「運動・スポーツに対
する興味が高まった」は低い結果となった．高校までにはほとんど体験しないであろう種目も取り
入れているが，一部の時間帯でしか開講されていないため，学生にとっては馴染みの深い種目を履
修することの方が多かったと言える．また，各種目の履修期間が 4～ 5週しかないため，新たな知
識や技能の修得には至っていない可能性がある．新たな興味や喜びを体験できる授業内容を工夫す
る必要があろう．授業全体の満足度に関しては，前回調査より相対的に高い傾向が見られた．
　過去の運動経験について調べたところ，小学校時代は男子 82％，女子 65.1％の者が日常的に運
動を行っていた．複数の種目または複数の場で運動を行っていた者は，男子 31.9％，女子 27.2％で
あり，学校以外でも地域のクラブや民間のスクールなど幅広い活動を行っていた．中学校時代は，
男子 89.3％，女子 63.6％の者が運動を行っていた．複数の種目または複数の場で運動を行っていた
者は，男子 11.7％，女子 8.4％であり，活動の場としては圧倒的に学校の部活が多く，男子 80.4％，
女子 59.8％であった．高校時代には男子 70.9％，女子 41.3％の者が運動を行っており，複数の種目
あるいは複数の場で運動を行っていた者はわずかであった．中学校時代と比べて女子の運動参加率
の低下が大きくなる．活動の場としてはやはり学校の部活が中心であり，男子 68.3％，女子 36.8％
であった．
　大学に入って現在どのような運動状況にあるかを調べたところ，男子は体育会所属者 23.9％，サー
クル所属者 35.1％であった．ほとんど何も運動していない者は 24％であった．女子は，体育会所
属者 11.9％，サークル所属者 33.9％であり，ほとんど何も運動していない者は 43％であった．男
女ともに体育会で運動を行う者は高校の部活所属割合に比べて少ないが，サークル所属者は多く，
大学ではサークルが運動の場として大きな位置を占めているといえる．ただし，サークルでの活動
実態は不明であるため，これらの学生が実質的な運動習慣を形成しているかどうかは不明である．
　過去の運動経験について，運動の実質性と継続性の観点から，小・中・高ずっと部活またはクラ
ブで運動していた者（パターンⅠ），小・中または中・高に部活またはクラブで運動していた者（パター
ンⅡ），小・中・高のどこかで部活またはクラブまたは民間その他で運動していた者（パターンⅢ），
小・中・高ずっと全く運動しなかった者（パターンⅣ）に分類すると，パターンⅠであった者が男
子は 53.1％，女子は 22.3％であった．一方，パターンⅣの者は男子 5.8％，女子では 17.8％であった．
現在の運動状況をこの過去の運動経験パターンごとにみると，男女ともパターンⅠの学生は体育会
所属者，サークル所属者の割合が他のパターンに属する学生よりも多く，パターンⅡの学生はサー
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クル所属者が比較的多かった．パターンⅢとパターンⅣの学生は現在ほとんど何も運動していない
者の割合が非常に高く，約半数，女子のパターンⅣに至っては約 3分の 2を占めている．過去にあ
まり運動をしてこなかった者は，現在もあまり運動していない傾向が明らかに現れていた．
　過去の運動経験パターンと体育実技に対する取り組み態度の関係を見ると，パターンⅣの学生は，
バドミントン，エアロビクス，バレーボール，フライングディスクなどの種目において，主体的に
取り組んだという自己評価が他のパターンの者よりも高くなっていた．授業内容や成果に対する満
足度については，パターンⅣの学生は，バドミントン，エアロビクスにおいて高い満足度を得てい
た．卓球やフライングディスクなどについても，他のパターンの学生との顕著な差がなく比較的満
足度が高い．これらの種目は運動経験の少ない学生にとっても馴染みやすい種目，授業内容であっ
たといえる．
　授業のコース全体を通して得られた成果を，過去の運動経験パターンごとに比較すると，「運動・
スポーツに対する興味が高まった」は有意な差が見られた．過去にあまり運動経験がない者の運動
やスポーツに対する興味が授業を通じて十分に高めることができなかったということであり，体育
授業のあり方に改善の必要性があると思われる．また，「授業を通じて新しい友達ができた」に関
しても有意な差が見られた．すなわち，過去の運動経験が少ない者は授業を通じて他者と良い人間
関係をつくることについてあまり上手ではないという社会性にも影響を与えていると考えられる．
　現在ほとんど運動をしていない人に，運動をしない理由について聞いた結果，男女とも最も多かっ
た理由は「何となく機会がない」であり，約半数にのぼる．これらの者は周囲の者からの誘いなど
強いきっかけがあれば運動する可能性はあると考えられる．そのほかの理由としては，「他にやり
たい趣味や遊びがある」，「通学時間が長く余裕がない」，「アルバイトで忙しい」など，生活の中に
時間的余裕がないという理由が多いが，女子では特に「運動が苦手・嫌い」，「運動したいと思わな
い」，「運動は疲れる」など運動やスポーツに対する苦手意識や消極的態度が強い傾向が見られた．
こうした運動・スポーツに対する負のイメージを持つ者は，今後の運動意思の違いにも現れ，今後
も運動しようとは思っていないことが明らかになった．
　運動は健康や体力にとって大切であることはもちろんであるが，そのような効果ばかりを強調し
ても，運動に対する負のイメージから敬遠しがちな態度形成を導いてしまっては逆効果である．今
回の調査によって，バドミントンやエアロビクス，フライングディスク等，運動経験が少ない者で
も積極的に取り組める種目，満足度を得られる種目があることがわかった．そのような種目の積極
的な採用や，競争にこだわらない授業内容を検討することで，運動やスポーツに対する興味を高め，
負のイメージを持った学生を少しでも減らせられるような大学体育実技を目指す必要があろう．
注
（注 1）たとえば山本ら 7）は，7学部からなる大学の 2年生全員に調査を実施した結果，体育授業以外に週 1日以上
運動している学生が 43.9％，授業以外にほとんど運動しない学生 45％であったことを報告している．飯干ら 8）も
大学 2年生対象に調査し，週 1日以上運動・スポーツを実施している運動実施群は 56.4％，週 1日未満の運動非
実施群は 43.5％であり，男子は運動実施群 66.9％，非実施群 33.1％に対し，女子は運動実施群 39.1％，非実施群
60.9％と女子の非実施群が多いことを報告している．また森ら 9）は大学の体育授業を除く運動・スポーツ実施状況
を調べ，「週 3日以上」10％，「週 1～ 2日」28％，「月 1～ 3日」29％，「しない」33％であり，男子では「週 3日
以上」12％，「週 1～ 2日」35％，「月 1～ 3日」28％，「しない」25％，女子では「週 3日以上」6％，「週 1～ 2日」
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17％，「月 1～ 3日」32％，「しない」45％であったと報告している．
（注 2）たとえば，健康日本 21に関連して実施された調査 12）では，運動していない人の主な理由は「時間がないから」，
「仕事や家事で疲れているから」の 2点であったと報告している．文部科学省が小・中学校を対象に行った調査 13）
では，小学生男子においては「運動が苦手で自信がない」が最も高く（31.5％），次いで「疲れる」，「してみたい
と思わない」の順であった．小学校女子は「ほかにしていることがある」が最も高く（42.1％），次いで「運動が
苦手で自信がない」，「時間がない」であった．中学校男子は「疲れる」が最も高く（40.4％），次いで「文化部に
所属」，「してみたいと思わない」の順であった．中学校女子は「文化部に所属」が最も高く（70.1％），次いで「運
動が苦手で自信がない」，「疲れる」であった．大学生の運動しない理由を調べた報告 8）では，週に 1日未満の運動・
スポーツの非実施群 43.5％のうち，「何となく機会がない」が最も多く，次いで「身近に場所がない」，「アルバイ
トで忙しい」，「運動したいと思わない」，「面倒だから」の順であった．
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